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4-6月期の決算概要です。売上高は機械装置の検収進捗に加え、消耗品出荷が堅調だったことから高い
水準となり、4-6月期としては過去最高を記録しました。

なお、売上高は顧客の設備投資意欲と直接の連動性は低く、装置の検収状況に左右されやすいため、顧
客の投資意欲をはかる上では「出荷額」の推移をご参照ください。

※2019年度（2019年4月～）より会計方針の変更により、装置売上は、顧客の検収をもって計上する「
検収ベース」へと移行しております。

4-6月期業績概要

売上高 ：1,143億円

ＧＰ率 ：71.3%

販管費 ：325億円

営業利益：490億円

為替レート

当四半期 4-6月期 USD:160.4円 EUR:186.0円

前四半期 1-3月期 USD:156.5円 EUR:183.5円

前年同期 4-6月期 USD:144.1円 EUR:165.5円

※各種データは、当社Webサイト上「補足情報」（Excelファイル）に掲載
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四半期別の業績推移です。

詳細については、当社Webサイト上に「補足情報」（Excelファイル）を掲載しておりますので、あわせて
ご参照ください。
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製品別の売上高推移です。

詳細な構成比については、当社Webサイト「補足情報」（Excelファイル）をご参照ください。

※2019年度（2019年4月～）より会計方針の変更により、装置売上は顧客の検収をもって計上する「
検収ベース」へと移行しております。

それ以外の「精密加工ツール」「部品」などの製品群は、従来と同じタイミングでの売上計上となっていま
す
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地域別の売上推移です。こちらは参考としてご覧ください。
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市場との連動性が高い「出荷額」の四半期推移です。

4-6月期の出荷額は1,359億円となりました。

強い需要が続く生成AI向けに加え、OSAT向けが増加したことで装置出荷が伸長しました。

加えて顧客の設備稼働率などに連動して消耗品である精密加工ツールの出荷も増加したことで、四半期
の出荷額としては過去最高を更新しました。
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精密加工装置全体（ブレードダイサ、レーザソー、グラインダなど※）の用途別を「出荷額ベース」で記載し
ています。

※用途別の分類が困難な周辺装置は除いています。

4-6月期 QoQ

IC：メモリ向けは生成AIのHBM向けを中心に増加しました。ロジック向けは生成AI向けを中心に高水
準で推移しました。

光半導体：CMOSイメージセンサ向けが減少しました。

その他半導体：パワー半導体向けは、AIデータセンター向けなど、車載向け以外に用途が広がったこと
などにより増加しました。
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精密加工装置の内、ダイサ（ブレードダイサ、レーザソー）の用途別を「出荷額ベース」で記載しています。

4-6月期 QoQ

IC：メモリ向けは生成AIのHBM向けを中心に増加しました。ロジック向けはOSAT向けを中心に増加し
ました。

パッケージシンギュレーション：OSAT向けを中心に増加しました。

光半導体：CMOSイメージセンサ向けが減少しました。

その他半導体：パワー半導体向けは、AIデータセンター向けなど、車載向け以外に用途が広がったこと
などにより増加しました。

なお、用途別の構成比の詳細データは資料後半に記載しています。
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精密加工装置の内、グラインダの用途別を「出荷額ベース」で記載しています。

4-6月期 QoQ

IC：メモリ向けは生成AIのHBM向けを中心に増加しました。ロジック向けは生成AI向けを中心に高水
準で推移しました。

光半導体：CMOSイメージセンサ向けが減少しました。

素材ウェーハ：日本、韓国向けを中心にウェーハメーカ向けが増加しました。

なお、用途別の構成比の詳細データは資料後半に記載しています。
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消耗品である精密加工ツールの売上推移です。（出荷＝売上計上）

顧客の高い設備稼働率に連動し需要が旺盛だったことに加え、為替影響による押し上げもあり、前年同
期と比べ大幅な増加となり、過去最高の出荷を記録しました。

今後の顧客の設備稼働率や最終製品の需要動向を注視しています。

為替レート

当四半期 4-6月期 USD:160.4円 EUR:186.0円

前四半期 1-3月期 USD:156.5円 EUR:183.5円

前年同期 4-6月期 USD:144.1円 EUR:165.5円
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バランスシートは、６月末と３月末を比較しております。

ポイントはスライド記載の通りです。詳細は決算短信をご参照ください。
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業績の見通しです。当社は、顧客の投資意欲が短期間で激しく変動することから、需要予測が困難なた
め、従来（2018年）から業績予想開示は「１四半期先までの開示」としております。 売上計上の基準は「
検収時点」となっており、顧客の検収タイミングによって、業績が変動いたします。

今回は7-9月期の業績見通しを開示いたします。

引き続き堅調な出荷が続く想定のもと、前年同期と比べ増収増益を見込みます。

市場動向を表す出荷額は、四半期として過去最高額を見込んでおります。

引き続き生成AI関連の需要が強く、当社工場も繁盛状況が継続しております。
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配当予想です。

中間配当予想は上期業績予想に連動した配当性向25％にて計算しております。

現時点で中間配当は171円と予想しておりますが、実際の業績によって変動する場合がございます。

期末配当は現時点で未定です。

記載の通り、FY22以前の配当推移は株式分割が行われたと仮定して記載しております。
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研究開発や設備投資などの見通しです。

引き続き会社を強くするために必要な投資を積極的に行っていくため、今後も高水準の設備投資が継
続する見込みです。

FY26見通しを若干修正しました。

設備投資：約330億円（変更無し）

減価償却：約160億円（従来 約150億円）

研究開発：約380億円（従来 約360億円）
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こちらは、設備投資の内訳イメージです。

前回4月発表時点から大きな変更はありません

羽田R&Dセンター新棟や広島事業所新工場などの支出が続く予定で、機械・設備など合理化投資の金
額と合わせて、年間300億円超の設備投資金額が継続する見通しです。

参考プレスリリース

「羽田R&Dセンター」新棟建設を決定（2023年10月19日）

https://www.disco.co.jp/jp/news/corp/20231019.html

広島事業所 郷原工場の建築を決定（2025年4月18日）

https://www.disco.co.jp/jp/news/corp/20250418.html
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こちらは、製品群別、出荷額ベースでの見通しです。

2026年度7-9月期(FY26_2Q)の製品別出荷見込みを概算のQoQ増減率で示しています。

参考としてご覧ください。
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ご参考 ディスコ株保有を検討される皆様へ

当社の考え方をご理解いただく一助として、ぜひご参照ください。

https://www.disco.co.jp/jp/ir/mginfo/msg_share.html
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